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三〇
台湾と朝鮮戦争
―開戦初期の国府の対応を中心に―
竹
　
茂
　　　
敦
はじめに
　
本稿は、台湾と朝鮮戦争の関係を考える上での初歩的な
作業として、同戦争の開戦からマッカーサーの台湾訪問までの期間における中華民国政府
（（
（
（以下、国府と表記）の対
応を追うものである。　
朝鮮戦争に関する史料の公開は、一九七〇年代半ばから
始まった米国を皮切りに、九〇年代に入ると中華人民共和国（以下、 中国と表記）やロシアでも大きな進展が見られ、これらの史料に依拠して、 戦争勃発前後の朝鮮半島情勢や、米国・中国とい 国々 参戦決定過程、ソ連 果たした役割などについては相当の研究蓄積が見られていると言えよう
（（
（
。しかし、このように朝鮮戦争に関する研究が進展す
る中で、台湾の国府の対応についての研究だけがほとんど手つかずのままとなっている
（（
（
。もちろん国府は朝鮮戦争へ
の参戦国ではないが、国府が戦争勃発当初から朝鮮への派兵を渇望していたことはよく知られている通りであり、また、六月二八日のトルーマン声明における わゆる「台湾の中立化」などに見られるように、朝鮮 が台湾海峡における「分断 固定化に大きな役割を果たしたことは明かである。こうしたことを踏まえて、本稿では朝鮮戦争勃発当初からマッカーサーの台湾訪問までの期間におけ 国府の同戦争への対応やその背景につ て検討を試みた 。
第一節
　
国府を取り巻く国際環境
　
国府の朝鮮戦争への対応を論ずるに先立ち、戦争勃発前
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の国府を取り巻く国内状況と国際環境を見ておきたい。　
遼瀋戦役など三大戦役での敗退により、国府は一九四九
年一月中旬までに淮河以北の地をほぼ喪失した。一月二一日には蒋介石が「引退」表明に追い込まれると、憲法の規定に基づいて副総統の李宗仁が総統 職権を「代行」し、中国共産党との和平交渉を開始したも の、国共両党の隔たりは大きく、四月二〇日には交渉 決裂した。翌日より人民解放軍が長江を渡河して南進 再開すると、国府は首都・南京を 棄し、広州、重慶、成都を経て、一二月上旬には台北への移転を余儀なくされた。　
国府の広州撤退に先立つ一〇月一日、中華人民共和国政
府の成立が宣言された。翌二日、ソ連が真っ先に承認を表明し、ブルガリア（同３日） 、ハンガリー（同４日）などがこれに続き、一一月末までにユーゴスラヴィアを除く共産諸国一〇カ国との間に外交関係が樹立された。　
非共産諸国で最も早く中国政府承認を表明したのはビル
マ政府（一二月 六日）で、これにインド（同三〇 ）英国（一月六日） 、オランダ（三月二七日）など 続き一九五〇年六月下旬までに一四カ国の非共産諸国 承認を表明した。これらの中国政府承認国の多くは国府と外交関係を有していたが
（（
（
、中国政府が諸外国に対して「国民党反
動派」との外交関係断絶を自らとの外交関係開設の条件の一つとして提示していたことから
（（
（
、国府との外交関係を保
有する国は減少 一途をたどった。　
また、 米国政府は一九四九年八月、 スチュアート（
John L
. 
Stuart ）駐華大使を召還するとともに、いわゆる『中国白
書』を発表して国府の腐敗 堕落を厳しく批判していた
（（
（
。
中華人民共和国政府の成立に際しては引き続き国府を承認することを表明したもの
（（
（
、五〇年一月五日にはトルーマ
ン（
H
arry S. T
rum
an ）大統領が「軍隊を使用してその現
状に干渉するつもりはない」 「合衆国を中国の国内紛争にまきこむことになるような道をたどることはない」と台湾海峡への不干 ・不介入
（（
（
、さらに同一二日にはア
チソン（
D
ean G
. A
cheson ）国務長官も台湾（および韓国）
が米国の西太平洋防衛ライン外であることを示唆した
（（
（
。こ
うした 姿勢は、国際社会における、人民解放軍による「台湾解放」はもはや時間の問題であるとの見方をさらに押し広め
（（1
（
。
　
国府がこのような国際的窮地に追い込まれていたまさに
その時、朝鮮戦争が勃発したのである。
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第二節
　
朝鮮戦争勃発直後の対応
　
朝鮮戦争は一九五〇年六月二五日未明
（（
（
、朝鮮民主主義人
民共和国（以下、北朝鮮と表記）軍が三八度線を越えて大韓民国（以下、韓国と表記）領内に侵攻したことにより始まった。当日、在ソウルの中華民国大使館では午前九時り韓国各地の華僑自治会代表者や 僑商会会長らを集めた居留民事務会議が開催されていて、同大使館が戦争勃発を確認したのは午前一一時半頃だった。邵毓麟駐韓大使は会議をすぐさま中止し、出席者に対してすみ かに地元に戻るよう指示するとともに 大使館員に対し 米国 ・米軍顧問団、韓国政府などからの情報収集や各種公文書の整理・破棄準備の指示を出すなど対応に追われた
（（1
（
。このた
め、邵毓麟大使から台北への第一報は 幅 遅 午後八時となった
（（1
（
。
　
一方台北では、報告を受けた蒋介石は邵毓麟大使に対し
て、 「貴国と我が国は反共産・反侵略 立場が相同であり知らせをうかがって、 深い関心 表明する」と うえ国連安全保障理事会（以下、安保理と 記）において「適当な措置」を検討したいとの激励電文を李承晩韓国大統領へ打電すること 指示する もに、蒋廷黻国連大使に対
して米国が提案する韓国支援提案を全力で支持せよとの指示を出し
（（1
（
、これを受けて葉公超外交部長は邵大使と蒋大使
へそれぞれ二三時三〇分、同五〇分に訓令を打電した
（（1
（
。
　
翌二六日、蒋介石は午前九時から予定通り革命実践研究
院の修了式典に 席した後、陳誠行政院院長など 招集して朝鮮戦争 の対応を協議した
（（1
（
。確認できる限りでは、蒋
介石が国府の要人を集め 朝鮮戦争への対応を協議する会議を開いたのはこれが最初であり、蒋はこ 席で「韓国の戦略地帯を手に入れ、アジア おける安全保障を確保しようとするソ連の試みであり、一連の侵略行動の始まりであろう」 の見解を示した。また 同日夜には再度、陳誠葉公超、孫立人、クック（
C
harles 
C
ooke ）ら政府・軍の
要人が集められ、国連で 対応について検討が行われるとともに、韓国支援のための朝鮮派兵問題についても討議され、クックが「義勇軍」の派遣 提案したが、賛否両論があり結論を出すには至 なかった
（（1
（
。
　
蒋介石が限定的ながら朝鮮への派兵を決断したのは 七
日で、きっかけはソウルと東京から 報告だっ 。二六日二二時過ぎ、ソウルの邵毓麟大使の電報が外交部へ届き、米国が韓国に対して
P
－ 五一戦闘機約一〇機の提供を準備
しており二八日韓国到着の見込みだが、米国政府は米国籍
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人員の参戦を望んでおらず、また韓国軍には十分な操縦者がいないため、 「韓国側は我が国操縦士の来韓支援を強く希望している。米国側もまたこれに同意しているようである」との情報がもたらされた
（（1
（
。また同日、東京の何世礼駐
日代表団団長からも、連合国総司令部（ＧＨＱ）の空 部門関係者が、個人的照会としながらではある 、国府が軍機を韓国に派遣できるかどうか 確認してきたとの報告がもたらされた
（（1
（
。
　
ともに米国政府・韓国政府の正式要請ではなかったが、
蒋介石はこれらの報告を受けて、二七日、空軍人員の派遣を決断し
（11
（
、邵毓麟大使に対して、 「まずは韓国政府が米国
政府に対して意見を求めることを望む」との条件付きではあるものの、 「空軍人員の韓国への は考慮可能」との返信が作成された。しかし、こ 時すでにソウルは陥落寸前（陥落は二八日）で、国府の在ソウル大使館とも連絡が取れず、この空軍人員派遣はそのまま立ち消えになったのである
（1
（
。第三節
　
トルーマン声明への対応
　
米国東部時間六月二七日正午（台北時間二八日午前〇
時） 、トルーマン米国大統領 声明を発表する。同声明は、
安保理が国連加盟国に対して行った援助要請に基づき、米国の空・海軍部隊に対して「韓国政府軍の援護と支持を命令」したことを宣言していた。また同時に、 「共産党による台湾の占領は、太平洋地域の安全のみならず、同地域で合法的に必要に職務を遂行している米軍部隊に対しても、直接脅威を与えることになるであろう」として、 「台湾に対する一切の攻撃を阻止」することを第七艦隊に指令するとともに、国府に対しても「空 による大陸への一切の攻撃作戦中止」を要請したことを明らか （いわゆる「台湾の 立化」 ） 。さらに、 「台湾の将来 地位」について「太平洋における安全の回復、対日講和条約または国連による検討を待たねばならない としていた
（11
（
（いわゆ
る「台湾の地位未定論」 ） 。　
このトルーマン声明については、前日（二七日）夜、事
前通告として米国政府の覚書がストロング（
R
obert 
C
. 
Strong ）米国駐台北代理大使から蒋介石に手渡されてい
た
（11
（
。しかし、同覚書では上述の「中立化」に関しては記載
されていたものの、 地位未定論」については一切触れられておらず、トルーマン声明で 言及は国府にとっていわば〝不意打ち〟と 言える行為であった
（11
（
。
　
トルーマン声明への対応は、まず二八日午前一一時、蒋
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介石が陳誠、王世杰、黄少谷、張群などの政府・軍の要人を集めて協議がなされ、 「台湾の地位」 「反共抗ソ」 「領土保全」に関しては妥協しないことを基本方針としつつも、米国政府からの中国大陸への攻撃停止要請を「一時的な緊急措置」として受け入れることが決定された
（11
（
。さらに午後
三時からも、午前中の出席者に加えて、閻錫山、何応欽といった中央非常委員や桂永清、孫立人、蒋経国などが加わり、トルーマン声明への対応や米 政府の覚書への返答内容について協議された
（11
（
。
　
この二回の会議での検討を受けて、トルーマン声明への
返答として二八日夜に発表された が葉公超外交部長 声明である。同声明では、国府がトルーマン声明を「原則して」受け入れてすでに海・空軍に対して「攻撃行動を暫時停止」するこ を命令したことを明らかに いた。さらに、 （一）米国政府による台湾の防衛は、中華民国政府との共同責任であること、 （ ） の内容は、中華民国の台湾に対す 主権やカイロ会議での台湾の将来の地位に関する決定に影響を及ぼすものではないこと（三）トルーマン声明の受け入れは中華民国の領土保全の立場に影響を及ぼすものではないことなど 強調 ていた
（11
（
。
　
また、葉声明を発表する一方で、国府は同日、ストロン
グ代理大使に覚書を送付した。同覚書は葉声明同様に台湾に対する自らの主権などを強調しつつ、当時支配していた金門島、馬祖島（以上、福建省） 、伶仃島、擔杵島（以上、広東省） 大陳 浙江省）の各島嶼がトルーマン声明に基づく第七艦隊の任務の範囲内に含まれているのか 照会を求めるというものだった
（11
（
。 トルーマン声明中における 「台
湾の地位」に関する項目については国府自身へのダメージを最小限に抑えつつ、 「台湾の中立化」に関しては人民解放軍の侵攻に対抗するため 最 限利用しようとする国府のしたたかな姿勢がうかがえ 。
第四節
　
朝鮮派兵をめぐる米国との確執
　
蒋介石が六月二七日に（条件付きながら）空軍人員の派
遣を決断していたことはすでに述べた通りだが、トルーマン声明をはさんだ二九日には陸軍の派遣を決定する。 ただ、この陸軍派遣の決定に関 ては史料が乏しく、直接的な記述は『総統蒋公大事長編初稿』の二九日 欄に「安保理決議に基づく、加盟国の韓国支援［を要請 る国連からの］通知を受け、陸軍三個師団の派遣を決定した
（11
（
」とあるだけ
である。本節では まずは『顧維鈞回憶録』や外交部檔案
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などを利用しつつ派兵の決定について考察し、続いて派兵をめぐる米国政府との確執について検討していきたい。　
朝鮮への陸軍派遣の決定については、六月二九日午後九
時（米時間同日午前九時） 、葉公超外交部長が顧維鈞駐米大使に対して、 「中華民国は韓国へ陸軍を派遣し戦闘協力を行いたい」とのメッセージを米国務長官または次官（副長官に相当）に通知し、米国政府の意見を確認せよとの訓令を出している
（11
（
。また顧維鈞は、米時間二七日夜（台北時
間二八日午前） 、 葉公超から国際電話があり リー（
T
rygve 
H
alvdan 
L
ie ）国連事務総長の呼びかけに応じて派兵を検
討しているがどう思うかと意見聴取され
（1
（
、さらに米時間
二九日明け方（台北時間二九日夕方） 、やはり葉から「政府は三万三千人の陸軍部隊 派遣することを決定したので、国務省へ通知せよ」との訓令を電話で受けたと ている
（11
（
。
　
これらの訓令から、台北では二八日午前から二九日夕方
にかけて陸軍の派遣を決定したということ なるが、 『総統蒋公大事長編初稿』などの各種史料では、その両 で派兵問題が討論されたとの記述は見当 らない。お らくは先述のトルーマン声明へ 対応 協議 二回（二八日午前一一時と午後三時）の会議で陸軍派遣につ ても検討が
おこなわれたものの結論が出せず
（11
（
、二九日に蒋介石が最終
決断を行ったものと思われる。　
また三〇日には、蒋介石は周至柔参謀総長、郭寄嶠参謀
副総長と協議し、第六七軍を主力としてこれに第八〇軍二〇一師を加えた部隊を派遣することを決定するとともに、翌日には第六七軍軍長の劉廉一と接見 朝鮮派遣軍司令官に任命した
（11
（
。
　
こうした国府側の動きに〝冷水〟を浴びせたのが米国政
府であった。顧維鈞は台北の指示を受けて、 二九日午後 （台北時間三〇日未明から明け方）国務省 訪問し 朝鮮半島への陸軍派遣を申し出る覚書を手渡し
（11
（
。また、翌三〇日
昼（台 一日午前〇時前後）にはジョンソン（
L
ouis A
. 
Johnson ）国防長官を訪ねて覚書を手渡したところ、長官
は派兵への謝意を示しつつも、各国による韓国への支援受け入れるか否かはマッカーサー（
D
ouglas 
M
acA
rthur ）
連合国軍最高司令官の職権であり、 「米 政府が彼に命令することは適当ではない」として、婉曲的な表現な ら府の申し出を拒む姿勢を見せたの った
（11
（
。
　
さらに、顧維鈞は同日午後、陸軍三万三千人とＣ
－ 四六
型輸送機二〇機の提供を明記した覚書 米国務省に送付した
（11
（
。米国務省は翌日（七月一日）夕方、この国府側の覚書
04_竹茂79.indd   35 13/03/01   13:44
Hosei University Repository
法政史学
　
第七十九号
三六
に返答を寄せ、国府の国府の派兵決定に「深く感謝する」としつつも、朝鮮への派兵が「台湾防衛の兵力を減少」させる の弊害 指摘し、最終決定 前にマッカーサーとの「台湾防衛計画についての協議」をおこなうべきとの見解を提示してきた
（11
（
。
　
国府はすでにマッカーサーに対しても接触を試みてお
り、六月二九日、何世礼駐日代表団団長に対して、朝鮮派兵の意向をマッカーサーに通知して「具体的な方法」を相談するよう訓令し、また七月一日には軍事顧問 クックが東京へ赴きマッカーサーと面会していた
（11
（
。マッカーサーが
派兵受け入れ 権限 有している のワシントン側の言を受けて、葉公超は二日、あらためて東京 何世礼に対 て、派兵に関する備忘録を へ送付するよう指示した
（11
（
。しかし、四日に何世礼と会談したマッカーサーは「目
下のところ、当面適当ではないと考えている」と回答するなど、米国政府と同様の態度を示したのであった
（1
（
。
　
蒋介石は米国政府の派兵反対について日記で 「中共が ［国
府の派兵を］口実にして北朝鮮を軍事支援するおそれがあるとするが、実はそうではなく、本心はわ われが国際的な事業に参加するのを掣肘して許さないつもりなのだ」（ ［
　
］は筆者。とくに断りのない限り、以下同様）と心中
を吐露し、とくにアチソンに対して「われわれにとって有益な機会がある 、彼は必ず全力で邪魔してくる
（11
（
」と敵愾
心を露わにしている。 このことから、 派兵に賛否両論があったという中で蒋介石が賛成だった は間違いなく、また派兵の目的として、六月二五日 李承晩大統領への激励電文で示されたような反共国家としての連帯意識はもとより、国際的に窮地に立たされ た国府および自身の国際社会における地位 向上が大きな狙いであ がうかがえる。　
米国政府およびマッカーサーの同意を得られず、蒋介石
も朝鮮派兵を断念せざ を得なかったようで、七月六 には于右任、何応欽ら 対して「 ［朝鮮派兵は］すでに国連安保理に申し入れてお 今後は請求しない
（11
（
」と述べてい
る。しかし、蒋介石は派兵を完全にあきらめたわけではなかった この時期の蒋介石は「中共が参戦す ば、米国の態度は自ずと大きく変化する
（11
（
」との予想を抱いていたこと
から、早期の派兵を断念したというのが正確なところであろう。蒋介石は七月下旬のマッカーサー訪台の際と八月中旬の二度にわたって 問題を蒸 返すのだった（ 述） 。
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第五節
　
マッカーサーの台湾訪問
　
朝鮮派兵問題のために国府側がマッカーサーとの接触を
試みたことは先に述べた通りだが、これが直接の契機となり、マッカーサーの台湾訪問への道 開か るのである。本節では、マッカーサー訪台について検証したい。　
マッカーサー訪台の話が持ち上がったのは、七月上旬の
ことである。朝鮮派兵問題についての見解を確認するために、七月一日にクックが、続いて四日に何世礼がマッカーサー 面会したことは前節でも触れたが、マッカーサーはこの時台湾訪問の意志を披露し、蒋介石への伝達を求めたのである
（11
（
。
　
報告を受けた蒋介石は、歓迎の意を表明しつつも、 「現
在は軍事情勢が厳しく、 〔マッカーサー 〕日本を離れ来台することは適当ではない」として自ら東京を訪問する意向を示し、同時に韓国に立ち寄り李承晩大統領と 会談しようとした
（11
（
。蒋介石はこの訪韓を「友誼・慰問的性質
（11
（
」
と位置づけていたことから、必ずしも実質的な成果を期待したわけではなかっ がうかがえる。国府軍派兵と同様に、極東における米国・国連の代表であ マッカーサーと会談し さら は戦争のさなかにある韓国を訪問して李
承晩大統領と会うことで、自身と国府の自由主義陣営における存在感を誇示しよう いう目論見だったものと思われる。しかし、この蒋介石の訪日 ・ 訪韓計画は、マッカーサーの情報参謀であるウィロビー（
C
harles A
. W
illoughby ）が
マッカーサーは多忙なため会談は難しく また訪韓し 蒋介石の護衛も困難があると 見解を示して事実上拒否したため立ち消えとなり、以後はマッカーサー 台が模索されるようになる
（11
（
。
　
マッカーサー訪台は国府中枢でも蒋介石や王世杰などご
く一部が知るのみの「最高機密」と て扱われ
（11
（
、パイプ役
である何世礼も七月五日以降はこの件について電報さえ利用しないという徹底ぶりだった
（11
（
。ただ、数度の訪台計画の
日程はいずれもマッカーサーが自ら設定し 国府側は毎回直前まで把握しておらず、マッカーサーが国府側 対し最終的な訪問日程（七月三一日～八月一日）を通告したのは二八日午後のことだった
（1
（
。
　
最終的な訪問日程が提示されたことを受けて、蒋介石は
二九日、希望する協議事項をマッカーサーに送付していが、主要議題として（一）台湾防衛のための両国間 連係問題、 （二）金門・馬祖防衛 題、 （三）国府海・陸・空軍の実力強化問題の三点をあげ、さらに対日講和問題や太平
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洋協定について、立場に支障のない範囲で意見を聞きたいと申し入れている。 また、 国府軍の派兵問題については、 「われわれが再度要求す ことは適当ではない」としつつも、「もし米国側からの照会があれば、われわれが提供可能な部隊および武器の説明を参謀総長より行う」とし
（11
（
、控えめ
な表現ではあるもの 、依然として派兵の意思を有 ていることがアピールされ、事実上の再提案がなされた。　
予定通り七月三一日昼過ぎに台北に到着したマッカー
サーは、同日午後および翌日午前の計二回にわたって蒋介石らと会談した。第一回会談では 対日講和や朝鮮における作戦進行状況、 台湾防衛問題を中心に意見交換がなされＧＨＱが台北に連絡チームを派遣す ことや台湾防衛 関するプラン（とりわけ 海・空軍同士の連携・協力強化）についてほぼ同意が形成され
（11
（
。また第二回会談では、前
日の合意項目が確認された後 金門防衛問題が主 して取り上げられた
（11
（
。
　
国府軍の朝鮮派兵問題については、マッカーサーが帰日
に際しての声明で「関係者はいず も、現在の時期 そような行動を取ることは、台湾の防衛問題に重大 危険を及ぼすので望ましくない、と感じた
（11
（
」と言及している。先
にも見た通り、蒋介石が七月二九日に通知した協議希望事
項の主要議題に入っておらず、また会議記録や『総統蒋公大事長編初稿』などにも記載がないことからも、派兵問題は二回の会談では主要議題にならず、おそらくはマッカーサーがあらためて反対を表明しつつ蒋をなだめた程度だったと思われる
（11
（
。
　
しかし、蒋介石は八月中旬になって、釜山にまで追い詰
められた国連軍の苦戦状況を目の当たりにして期するものがあったのか、三度目の派兵提案を行う。一時帰朝してた顧維鈞駐米大使がワシントンへ帰任するに際して、東京でマッカーサーに面会し派兵を提案すること 指示 たのである。顧 は八月一八日、マッカーサーと面会し、 「アジアの敵との戦いにおいては アジア 軍隊を使用することが絶対に必要である」 と 蒋介石の考えを提示した上で、「中
マ
国政府［＝中華民国政府］の援助ではなく、義勇軍と
して、一万五千名の軍隊を派遣し い」 「短期間で 軍隊の朝鮮派遣 マッカーサー将軍の指揮の下に完全に帰することとを保証する」 と 蒋のメッセージを伝えた。しかし、マッカーサーの返答は韓国へ 事援助 ついては ・ワシントンとの協議が必要だ いう従来と同様のものであり、さらに、国連に提供されながら訓練不足 装備輸送遅れから投入できないでいるタイ軍の例を引き合 出し
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て「 ［国府軍が］韓国に到着する頃には、戦争はすでに終わりを告げていることだろう」と戦争に対する楽観的な見解を示して、蒋介石の提案を受け入れなかったのである
（11
（
。
　
この八月の派兵再提案は極秘裏に行われ公開こそされな
かったものの、蒋介石が七月上旬の断念以降も依然として派兵構想を有していたことの証左と言えよう。
おわりに
　
以上が朝鮮戦争開戦初期における国府の主な対応であ
る。　
トルーマン声明でいわゆる「台湾の地位未定」が言及さ
れたことは、米国政府からの事前通告では一切触れられておらず、国府にとってはいわば〝不意打ち〟とも言える行為だった。しかし国府は、葉公超声明で自ら 台湾に対する主権を強調して「地位未定論」への反発を示しつつも、国府にとって都合の良い面がある 「中立化」 につい 一時的な緊急措置」と 受け入れ、また水面下では、人民解放軍の軍事的脅威にさらされていた金門島や馬祖島といった島嶼地域が第七艦隊の防衛範囲に含まれている か照会を求めるなど、ある種のしたた な対応を見せた。　
また、国府は六月二八日のトルーマン声明に前後して、
まずは空軍人員の、続いて陸軍の朝鮮派遣を決定した。とりわけ陸軍派遣の決定は、賛否両論でなかなか結論が出せない中で、おそらくは蒋介石の意向が強く働いたものだった。蒋介石が派兵にこだわった背景には、国民党が中国本土における国共内戦に敗れ中華人民共和国政府が成立したことによって国際的な窮地 立たされていた自らと国府の、国際社会における地位の向上を狙 こと あった。しかし、 国府の派兵は米国政府からの支持を得 れず、また頼みにしていたマッカーサーからも「時期尚早」とされ、 七月上旬の時点では蒋介石も断念せざるを得なかった。ただし 蒋介石は完全にあきらめた で なく、下記に述べるように、七月下旬のマッカーサ 訪台に際してと八月中旬との二度にわたって再提案がなされ 。　
マッカーサーの台湾訪問は、こうした国府軍派兵問題に
関して国府が接触を重ねる中で、マッカーサ 側から意思表明がなされたものだった。蒋介石は れ 歓迎 意を示しつつ、当初は「現在は軍事情勢が厳 く、 〔マッカーサーが〕日本を離れ 来台することは適当ではない」と称し自ら 日本に赴く意向を示 ともに、同時に訪韓して李承晩大統領との会談も画策してい 。 かし、東京 ＧＨＱ側から安全を保証できないとの理由で事実上拒否され
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四〇
蒋介石の訪日・訪韓は立ち消えとなった。また、マッカーサー訪台は、七月四日に意向が示されて以来、国府側では最高機密とされ 蒋介石や王世杰などごく一部の者しか知らなかった。 訪問日程について 、 数度の延期を含めてマッカーサー自身による設定であり、国府側は直前まで把握しておらず、マッカ サーが国府側に七月三一日訪問を通知したのは二八日午後のことだった。　
訪台時のマッカーサー
－ 蒋介石会談では、 台湾防衛問題、
国府軍強化問題、金門防衛問題の三点が主 協議された。国府の朝鮮派兵問題については、訪台直前のマッカーサーに対して蒋介石が依然として派兵の意思を有していることをアピールし、事実上の再提案がなされたものの 会談では主要議題として扱われず、 そ くはマッカーサーがあらためて反対を表明しつつ蒋をなだめた程度だった 思われる。　
また、蒋介石は八月中旬、マッカーサーに対して、 「中
国政府軍」としてではなく「義勇軍」として一万五千名陸軍部隊の提供を極秘裏に申し入れて、三度目の派兵提案がなされた。マッカーサーはやはり消極的姿勢を崩さず、国府軍の朝鮮派遣はこの時も実現をみなかったが、こ 八月中旬の派兵提案は、蒋介石が七月上旬の派兵断念以降も
一貫して派兵構想を有していたことの表れと言えよう。
註（
（）  
本稿では、中華民国政府とは一九二五年に成立し二八年
に国際的に承認された南京政府以降の中華民国政府を指しており、その実効支配領域や国際的承認 変化を問わず、本稿では国府と表記する。また台湾とは、一八九五年に日本が清朝から割譲を受け、一九四五年に中華民国政府が接収した地域、 よび台湾移転以降の中華民国政府が実効支配を続けている全領域のことを意味する（以上の解釈について詳しくは、 松田康博 『台湾における一党独裁体制の成立』慶應義塾大学出版会、二〇〇六年、一九～二〇頁を参照） 。
（２）
  
一九七〇年代半ば以降に公開された史料を利用した研究
の主なものは以下の通りである。もっとも包括的な研究としては、
B
ruce C
um
ings, The Origins of the Korean War: 
Liberation and the Emergence of Separate Regimes, 1945-1947, 
P
rinceton 
U
niversity 
P
ress, 
P
rinceton, 
（（（（ ; The Origins 
of the Korean War: The Roaring of the Cataract, 1947-1950, 
P
rinceton U
niversity P
ress, （（（0
が挙げられよう。米国政
府の介入過程、停戦交渉、対台湾政策など 扱っ ものとしては、小此木政夫『朝鮮戦争―米国の介入過程』 （中央公論社、一九八六年）や
R
osem
ary F
oot, A Substitute for 
Victory : the Politics of Peacemaking at the Korean Armistice 
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Talks, C
ornell U
niversity P
ress, Ithaca, （（（0 、張淑雅『韓戦
救台湾？―解読美国対台政策』 （衛城出版、新北、二〇一一年）などがある。また、中国やソ連の内部状況については、朱建栄『毛沢東の朝鮮戦争― が鴨緑江を渡るまで』 （岩波書店、一九九一年） 、服部隆行『朝鮮戦争と中国』 （渓水社、二〇〇七年） 、
C
hen Jian, China's Road to the Korean 
War : the M
aking of the Sino-American Confrontation, C
olum
bia 
U
niversity P
ress, N
ew
 Y
ork, （（（（ 、沈志華『中蘇同盟与朝
鮮戦争研究』 （広西師範大学出版社 桂林 一九九九年） 、 Ａ ・Ｖ・トルクノフ著、下斗米伸夫・金成浩訳『朝鮮戦争の謎と真実』 （草思社、二〇〇一 興味深い分析を行っている。
（３）
  
近年公開された史料を利用した国府の朝鮮戦争への対応
に関する先行研究は、劉維開「蒋中正総統対韓戦及相関問題看法與政策―民国三十九年」 『近代中国』第一三七期（台北、二〇〇〇年六月） 、および同「従『顧維鈞回憶録』看顧維鈞在韓戦初期中美外交中角色」 『近代中国』第一四 期（二〇〇〇年一二月）がある。前者は秦孝儀総編纂『総統蒋公大事長編初稿』 第九巻 （中正文教基金会、 台北、 二 、以下、 『大事長編 と略記）を、後者は中国社会科学院近代史研究所訳 顧 回憶録』第八巻（ 華書局出版 北京一九八九年）をそれぞれ主な史料として用いている。
（４）
  
一九五〇年六月下旬までの中国政府承認国で、共産諸国
一〇カ国のうちソ連 チェコスロヴァキア、ポーランドの
三カ国が、また非共産諸国一四カ国のうち英国、セイロン（領事関係のみ） 、オランダなど一〇カ国が、それぞれ国府からの承認切り替えだった。なお、朝鮮戦争勃発時点で国府を承認していた国は五〇カ国で、そのうち三八カ国と外交関係または領事関係を設定していた（中華民 年鑑社編『中華民国年鑑』民国四〇年版、中華民 年鑑社、台北、一九五一年、および国立政治大学国際関係中心主編『世界相関各国與中華民国終断使 関係之述論』国立政治大学国際関係中心、台北 一九九八年） 。
（５）
  
成立当初の中国政府の対外政策については、裴堅章主編
『中華人民共和国外交史一九四九
－ 一九五六』 （世界知識出
版社、北京、一九九四年） 、二～七頁、謝益顕主編『中 当代外交史（一九四九
－ 二〇〇一） 』 （中国青年出版社、北京、
二〇〇二年） 、二～三 頁などを参照。
（６）
  
T
he B
oard of T
rustees of the L
eland Stanford Junior 
U
niversity, The China W
hite Paper, August 1949, 
V
ol. 
（  
&
 
（ , Stanford U
niversity P
ress, P
alo A
lto, （（（（  (O
riginally 
issued 
as United States Relations with China, with Special 
Reference to the Period 1944-1949, D
epartm
ent of State, （（（（
／邦訳：アメリカ国務省編、朝日新聞社訳『中国白書―米国の対華関係』朝日新聞社、一九四九年
).
（７）
  
“P
ress 
C
om
m
en
t: 
M
cD
erm
ot 
S
tatem
en
t, ” 
（ 
O
ct  
（（（（ , 
外交部檔案
（（（.（/0（（ 『防止各国承認中共偽政権』 、
一二二四六六頁。
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四二
（８）
  
“Statem
ent by P
resident T
rum
an, ” U
. S. D
ept. of State, 
The Department of State Bulletin, V
ol. （（, N
o.（（0 (（（ Jan （（（ 0), 
p.（（. （邦訳： 「トルーマン大統領の台湾問題に関する声明」
日本国際問題研究所中国部会編『新中国資料集成』第三巻、日本国際問題研究所、一九六九年、三六頁。 ）
（９）
  
“C
risis 
in 
A
sia-A
n 
E
xam
ination 
of 
U
.S. 
P
olicy, ” ibid., 
V
ol.（（, 
N
o.（（（ 
(（（ 
Jan 
（（（0), 
pp.（（（. 
なお、中華人民共和
国政府成立前後におけるトルーマン政権の対国府政策に関する代表的な先行研究は以下のものがあげられよう。D
orothy B
org and W
aldo H
einrichs eds., Uncertain Years: 
Chinese-American Relations, 1947-1950, C
olum
bia U
niversity 
P
ress, N
ew
 Y
ork, （（（ 0; N
ancy B
ernkopf T
ucker, Patterns 
in the Dust: Chinese-American Relations and the Recognition 
Controversy, 1949-1950, C
olum
bia U
niversity P
ress, （（（（.
（
（0）  
マス・メディアはもちろんのこと、一月に入って以降、
英米の諜報機関も人民解放軍の台湾侵攻は早ければ六月にも実施されるとの見通しを示すようになっていた （
C
um
ings, 
（（（ 0, op. cit., p.（（（ ） 。また、五月には米国の在台湾公館から
も「共産党の攻撃は六月一五日から七月末にかけて行われる可能性が高い」との予測が国務省に提出されていた（
U
.S. 
D
ept. of State, Foreign Relations of the United States ［以下、
FRUS
と略記］
, 1950, V
ol.（, pp.（（0-（（（ ） 。
（
（（）  
本稿の日時表記は、とくに断りのない限りすべて現地時
間である。台北とワシントン（米東部標準時）との時差は
通常一三時間だが、本稿が主として扱う六～八月はサマータイム（夏時間）適用期間だったため、 時差は一二時となった。台北と東京との時差は通常一時間だが 当時の日本は連合国の占領下にありサマータイム 採用されていたため、適用期間は二時間となった。台北とソウルの時差は一 間である。
（
（（）  
邵毓麟『使韓回憶録』 （伝記文学社、台北、一九八〇年） 、
一四八～一四九頁。
（
（（）  
同上、一五〇頁、および一九五〇年六月二六日収、 「外交
部収電」機字第三三〇九号、外交部檔案
00（.（/00（ 『北韓南
侵』 （以下、
00（.（/00（
と表記） 。ちなみに、ワシントンの米
国務省がムチオ（
John J. M
uccio ）駐韓大使から第一報を受
信したのは、米時間二四日午後九時二六分／台北時間二五日午前九時二六分だった（
M
uccio to A
cheson, （（ Jun （（（0, 
FRUS, （（（0, V
ol.（, p.（（（ ） 。
（
（（）  
前掲『大事長編』 、一八一頁。
（
（（）  
一九五〇年六月二五日発、機要室発電第三七六六号電文
稿、前掲
00（.（/00（ 、および同日発、機要室発電第三七六九
号電文稿、前掲
00（.（/00（ 。
（
（（）  
周宏涛口述・汪士淳著『蒋公與我』 （天下遠見出版、台北、
二〇〇三年） 、 二一五頁。当時総統府機要室主任だった周は、出席者が複数いたとしているが、名 が挙げられているのは陳誠だけである。なお、 この会議は『大事長編』には載っていない。
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四三
（
（（）  
前掲『大事長編』 、一八二頁、および周、同上、二一五頁。
出席が確認できているのは以下の通り（ 〔
　
〕内の肩書きは
当時の主なもの 、筆者の調べによる。以下、同様） ：陳誠〔行政院院長〕 、 周至柔〔参謀総長兼空軍総司令〕 、 葉公超〔外交部長〕 、王世杰〔総統府秘書長〕 、黄少谷〔行政院秘書長〕 、張群〔総統府資政〕 、張其昀〔国民党宣伝部長〕 、沈昌煥〔国民党宣伝部次長 孫立人 陸軍総司令兼台湾防衛司令〕 、桂永清〔海軍 司令〕 、 黄鎮球〔連合勤務総司令〕 、 クック〔軍事顧問〕
（
（（）  
一九五〇年六月二六日収、 「来電紙」編号
A
（（（（ 、国史
館所蔵『蒋中正総統特 文巻』 （以下、 『特交文巻』と表記）JP
E
G
檔
0（A
-0（（（（ 。
（
（（）  「何団長世礼三九年六月二六日来電抄件」 、外交部檔案（（（/0（（ 『韓国戦争與台湾防衛』第一冊（以下、
（（（/0（（
と
表記） 。
（
（0）  
周、前掲書、二一六頁。
（
（（）  
蒋介石から邵毓麟への電文稿、前掲『特交文巻』
JP
E
G
檔
0（B
-00（（（ 、および周、前掲書、二一六～二一七頁。なお、
同電文稿には打電日不明との注記があるが、周は二七日午前にはソウルと連絡が取れなくなったため打電できなかったとしている。また、邵は二七日早朝に韓国政府がソウルを放棄したことに気付き 午前中で大使館を閉鎖した後にソウルを離れたとしている（ 、前掲書、一五八頁） 。
（
（（）  
R
aym
ond D
ennett and R
obert K
. T
urner eds., Documents 
on American Foreign Relations, V
ol. （（, P
rinceton U
niversity 
P
ress, N
ew
 Jersey, （（（（, pp.（（（-（（（. （邦訳は神谷不二編 『朝
鮮問題戦後資料』第一巻、 日本国際問題研究所、 一九七六年、四一四頁。 ） 「中立化」 「地位未定論」を含めた「台湾の地位」について詳しくは、彭明敏・黄昭堂『台湾の法的地位』 （東京大学出版会、一九七六年）を参照。
（
（（）  
“A
ide M
em
oire N
o.（（, ” （（ Jun （（（0, （（（/0（（.
（
（（）  
蒋介石は日記で「我が国の台湾に対する主権的地位を無
視しており、 陸領土である匪地区への海空軍の進攻を禁止するとは、我が国をまる 植民地のごとく視ており、痛辱の極みだ」と憤りを露わにしている（前掲『大事長編』 、一八四頁） 。
（
（（）  
同上、 一八五頁。 出席が確認できている は、 陳誠、 王世杰、
黄少谷、張群、洪蘭友〔国民党中央非常委員会秘書長〕 、葉公超、周至柔、沈昌煥である。
（
（（）  
同上。確認できた出席者は以下の通り：閻錫山、何応欽、
居正、于右任、張群、呉鉄城、陳立夫 朱家驊（以上、中央非常委員会委員の肩書きが史料上に明記） 、陳誠、王世杰、洪蘭友、黄少谷、周至柔 桂永清、孫立人 王叔銘、蒋経国葉公超
（
（（）  
外交部長声明稿（一九五〇年六月二八日） 、前掲
（（（/0（（ 。
（
（（）  「本部一九五〇年六月二八日致美方之備忘録」 、外交部檔案
（（（/00（ 『台湾中立化與航運問題』 。
（
（（）  
前掲『大事長編』 、一八六頁。
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（
（0）  
一九五〇年六月二九日発、葉公超から顧維鈞への電文稿
（去電第三三〇号）前掲
（（（/0（（ 。
（
（（）  
顧、前掲書、八頁。
（
（（）  
同上、一一頁。なお、米時間三〇 明け方（台北時間
三〇日夕方）には、顧は葉から電話にてＣ
－ 四六輸送機
二〇機の提供も決定したとの通知を受け いる（同、一七頁） 。
（
（（）  
二六日の会議でクックが「義勇軍」の派遣を提案した際
も賛否両論があり結論を出すには至らなかったことはすでに紹介した通りで る。また、顧維鈞は上述の米時間二九日明け方（台北時間二九日夕方）の電話で葉公超 「決議は当初軍 面の反対 った」との説明を受けたとしている（同上、一一頁） 。ただし、賛成派・反対派の個別名については明らかではない。
（
（（）  
前掲『大事長編』 、一八六～一八七頁。また 邵毓麟は後
日劉廉一から聞いた話として、政府は劉を司令官、胡偉克を政治部主任として六七軍 八軍などを派遣することを内定していたと回顧録で述べている （邵、 前掲書 一八五頁） 。
（
（（）  
一九五〇年六月三〇日収、 「外交部収電」機字第三四二二
号、前掲
（（（/0（（ 、および顧、前掲書、一二頁。当初面会予
定だったラスク（
D
avid D
. R
usk ）次官代理は緊急開催され
たホワイトハウスでの会議に出席 おり不在だった
（
（（）  
一九五〇年七月 日収、 「来電紙」編号三六二九、前掲
（（（/0（（ 。なお、国府からの派兵申し出については、同日午
前に開催されたホワイトハウス会議で議論され、アチソン国務長官が強く反対したことから、 当初前向きだったトルーマン大統領もこれを断念 のであった（同会議の詳しい情景については、小此木、前掲書、一一一頁を参照） 。
（
（（）  
一九五〇年七月二日収、 「外交部収電」機字第三四六七
号、前掲
（（（/0（（ 、および
“M
inistry 
of 
F
oreign 
A
ffairs 
Incom
ing T
elegram
, N
o.（（（（, ” （ Jul （（（0, （（（/0（（.
（
（（）  「顧大使三九年七月一日第三八七号来電抄件」 、前掲（（（/0（（ 。
（
（（）  
一九五〇年六月二九日発、 「去電第三三〇号抄件」 、前掲
（（（/0（（ 、七月一日収、 「外交部収電」機字第三四六三号、
前掲
（（（/0（（ 、および前掲『大事長編』 、一八八頁。
（
（0）  「本部三九年七月二日致駐日代表団何団長第三〇三号去電抄件」 、前掲
（（（/0（（ 。
（
（（）  
一九五〇年七月四日、 「與麦元帥談話之追述」 、前掲『特
交文巻』
JP
E
G
檔
0（A
-0（（（（ 。なお、米統合作戦本部（ＪＣ
Ｓ）は米時間六月三〇日午後、マッカーサーに対して、 「蒋介石総統によってなされるいかなる部隊提供の申し出も、現時点では却下されるべきである」とする国務長官の勧告に基づいて、 「何らかのこのような申し出が貴官になされた場合 は、蒋総統に対してそれを国務省に照会するようとの助言がなされるべきである」 との指示を出していた （
JC
S 
to M
acA
rthur, （0 Jun （（（0, FRUS, 1950, V
ol.（, p.（（（ ） 。
（
（（）  
前掲『大事長編』 、一八六～一八七頁。
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（
（（）  
同上、一九五頁。
（
（（）  
同上、一八七頁。
（
（（）  
同上、一八八頁、および一九五〇年七月四日、 「與麦元帥
談話之追述」 、 前掲 『特交文巻』
JP
E
G
檔
0（A
-0（（（（ 。 なお、 マッ
カーサーは、何世礼には「もともと六日に貴君とともに台北に行き、総統に拝謁するつもりだったが、韓
マ
国戦争のせ
いで一、 二週間ほど延期せねばならなくなった」と述べたのに対し、 クックに対しては六月二八日に訪台するつもりだったと述べたようで、提示されたもともとの訪台計画日程若干の違いがある。
（
（（）  
一九五〇年七月五日発、 「去電副張」号次Ｂ二 三五、前
掲『特交文巻』
JP
E
G
檔
0（A
-0（（（（ 。
（
（（）  
同上。
（
（（）  
一九五〇年七月六日収、 「来電紙」 （編号なし） 前掲『特
交文巻』
JP
E
G
檔
0（A
-0（（（（ 。
（
（（）  
周、前掲書、二二四頁。
（
（0）  
一九五〇年七月六日収、 「来電紙」編号Ｂ二三二六、前掲
『特交文巻』
JP
E
G
檔
0（A
-0（（（（ 。
（
（（）  
一九五〇年七月二八日収、 「来電紙」編号三六七一、前
掲『特交文巻』
JP
E
G
檔
0（A
-0（（（（ 。なお、マッカーサー
は七月中旬の訪台を計画していたところが戦況により延期せざるを得なかったようで（七月一五日収、 「来電紙」編号三六五六、前掲『特交文巻』
JP
E
G
檔
0（A
-0（（（（ ） 、七月上
旬に何世礼・クックに提示された訪台計画と合わせて、少
なくとも二度の延期が確認できる。
（
（（）  
一九五〇年七月三〇日発、 「去電副張」号次Ａ一一〇四、
前掲『特交文巻』
JP
E
G
檔
0（A
-0（（（（ 。
（
（（）  
マッカーサー訪台時の会談内容に関する史料の主なもの
としては、国防部檔案
00（0（ 『美国麦克阿瑟将軍訪華会談記
録』 、前掲の『総統蒋公大事長編初稿』 、および周宏涛の回顧録などがある。
（
（（）  
周、前掲書、二二七～二二九頁。周は第二回会談の出席
者として以下を挙げ いる（肩書きは引用元記載のもの） 。国府：蒋介石、陳誠（行政院院長） 、周至柔（参謀総長） 、郭寄嶠（副総長） 、簫毅粛（次長） 、桂永清（海軍総司令孫立人（陸軍総司令） 、黄鎮球（空軍 司令） 、侯騰（庁長） 、王世杰、沈昌煥、何世礼、クック 顧問 ＧＨＱ ： マッカーサー、アーモンド
E
dw
ard M
. A
lm
ond 、参謀長） 、ストラ
テマイヤー（
G
eorge E
. Stratem
eyer 、 極東空軍総司令） 、 ジョ
イ（
C
harles T
. Joy 、 極東海軍総司令） 、 ストラブル（
A
rthur 
D
. Struble 、第七艦隊司令）など一六名。
（
（（）  
ダグラス・マッカーサー著、津島一夫訳『マッカーサー
回想記』下巻 朝日新聞社、一九六四年） 、二二四頁。
（
（（）  
国防部檔案（前掲
00（0（ ）や『総統蒋公大事長編初稿』 、
周宏涛の回顧録にはいずれも七月三一日・八月一日の会談で派兵問題が議論されたとの記述は見当たらないが 同年一二月の董顕光
－ マッカーサー会談の記録には「八月に台
湾に行った際、私［マッカーサー］は委員長［蒋介石］に
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なぜ私が三個師団の韓国派遣に反対するかを述べた」とある（一九五〇年一二月一四日、 「董顕光報告與麦克瑟談話摘要」 、国史館所蔵『蒋中正総統特交檔案』
JP
E
G
檔
0（A
-
00（（（ ） 。
（
（（）  
顧、前掲書、九三～九四頁、および一九五〇年八月一八
日発、 顧維鈞から蒋介石への電報（編号三六九九） 、 前掲『特交文巻』
JP
E
G
檔
0（A
-0（（（（ 。
〔付記〕
 
本稿は公益財団法人交流協会からの研究助成（二〇〇八年度共同研究事業「戦後台湾研究の新展開」 ）を受けた成果の一部である。
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